	
	
	安　定　計　算
	滑動に対する安定
	　Ｆs＝∑Ｖ・tanφB／∑Ｈ
常時 Ｆs＝1.70　 ＞1.5

地震時 Ｆs＝1.21 ＞1.2

	設　計　基　本　条　件
	現地盤
	内部摩擦角
	φ＝
	基礎地盤の許容支持力度
	常時ｑa＝0.15N/mm2
地震時ｑ＝0.22N/mm2
	
	
	
	

	
	
	単位体積重量
	γ＝
	基礎底面と地盤との間の摩擦係数
	tanφB＝0.5
	
	
	転倒に対する安定
	常時 ｅ＝0.17 m    ＜B／6＝0.67 m

地震時 e＝1.00 m　 ＜B／3＝1.33 m

	
	裏込土
	内部摩擦角
	φ＝
	
	土とコンクリート
	φB＝2／3φ
	
	
	
	

	
	
	単位体積重量
	γ＝16.671N/m3
	
	土とコンクリートの間に栗石を敷く場合
	tanφB＝0.6

φB＝φ
	
	断　　　　面　　　　計　　　　算
	前　フ　ー　チ　ン　グ
	鉄筋量
	19.80 cm2
	配　　　筋
	D16@100

	
	基礎

底面
	内部摩擦角
	φ＝
	
	
	
	
	
	
	最小鉄筋量
	4.50 cm2
	必要鉄筋量
	10.82cm2

	
	設計水平震度
	kh=0.2
	
	岩とコンクリート
	tanφB＝0.6
	
	
	
	断面力
	
	常　時
	地　震　時

	
	設計鉛直震度
	kv=0.1
	
	土と土又は岩と岩
	φB＝φ
	
	
	
	
	M  N・ｍ
	28.145
	48.837

	安　　　定　　　計　　　算
	基礎地盤の支持に

対する検討
	鉛直力の合計　常時ΣＶ＝320.677N　地震時ΣＶ＝272.625N
	
	
	
	
	N  N
	0
	0

	
	
	
	
	
	
	
	S  N
	65.214
	114.737

	
	
	フーチング前面端部Ｏのまわりのモーメント

∑Ｍ＝∑Ｍx－∑Ｍy

常時 ∑Ｍ＝585,947Ｎ･m   地震時 ∑Ｍ＝273,507Ｎ･m
	
	
	
	応力度
	
	計算値
	許容値
	計算値
	許容値

	
	
	
	
	
	
	
	σc   N/mm2
	0.95
	7.85
	1.65
	11.78

	
	
	全合力Ｒの作用点        ｄ＝∑Ｍ／∑Ｖ

常時 ｄ＝1.83 m　  地震時 ｄ＝1.00 m
	
	
	
	
	σs　　N/mm2
	97.67
	176.52
	169.46
	264.78

	
	
	
	
	
	
	
	τ   N/mm2
	0.10
	0.35
	0.17
	0.53

	
	
	全合力Ｒの偏心距離     ｅ＝Ｂ／2－ｄ
常時 ｅ＝0.17 m　　地震時 ｅ＝1.00 m
	
	
	後　フ　ー　チ　ン　グ
	鉄筋量
	5.07 cm2
	配　　　筋
	D13@250

	
	
	
	
	
	
	最小鉄筋量
	4.50 cm2
	必要鉄筋量
	3.35cm2

	
	
	地盤反力　ｑ＝∑Ｖ／Ｂ±6・∑Ｖ・ｅ／Ｂ2
常時 ｑ＝0.10N/mm2  地震時 ｑ＝0.18N/mm2

0.06N/mm2 地震時 ｑ＝0   N/mm2
	
	
	
	断面力
	
	常　時
	地　震　時

	
	
	
	
	
	
	
	M  N・m
	91.006
	210.549

	
	
	
	
	
	
	
	N    N
	0
	0

	
	
	許容支持力　ｑa＝Ａc（ακcＮc＋κqＮq＋1／2γ1βＢeＮγ）
常時 ｑa＝0.15 N/mm2　　地震時 ｑa＝0.22 N/mm2
	
	
	
	
	S    N
	51.779
	130.821

	
	
	
	
	
	
	応力度
	
	計算値
	許容値
	計算値
	許容値

	
	
	基礎地盤の支持に対する安定
常  時 ｑ＝0.10 N/mm2 ＜ｑa＝0.15 N/mm2
地震時 ｑ＝0.18 N/mm2 ＜ｑa＝0.22 N/mm2
	
	
	
	
	σc   N/mm2
	1.60
	7.85
	3.70
	11.78

	
	
	
	
	
	
	
	σs  N/mm2
	70.61
	176.52
	163.28
	264.78

	
	
	
	
	
	
	
	τ  N/mm2
	0.08
	0.35
	0.20
	.053
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